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1.工事概要 

本工事は，供用開始前のシールドトンネル（約 1

㎞）内に火災対策として避難設備を構築するもので

ある．避難設備は、路下空間に収めた避難通路と，

道路面から避難通路へのアクセス経路となるすべり

台で構成される． 

避難通路は全線プレキャスト製ボックスカルバ

ート（内空寸法  B:2.0m×H:2.5m，施工延長  約

1,000m×上下線=約 2,000m）である．そのうち本工事

においては、プレキャストボックスの設置と通路側

部の埋戻しおよびすべり台設置用空間（仕切り壁）

を施工するものである(図-1)。 

本稿では，事業工程の短縮のためにシールドトン

ネル掘進と避難通路との同時施工を可能とするため

に実施した施工内容について報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 完成イメージ 

2.課題 

避難通路は，シールドトンネルを構築してシール

ド用仮設備を撤去した後に施工することが一般的で

あるが，これをシールドトンネルの掘進と同時施工

することで約 1 年間の事業工程の短縮が見込まれた．

このため，同時施工を可能な設備・方法について検

討を行うこととなった． 

同時施工に際しては，シールド工事の所定日進量

を低下させることなくプレキャストボックスの据付

けを行うことが，重要な課題であった． 

 

3.解決策 

(1)施工サイクルの検討 

これまでの施工データをもとに，シールド工事の

施工サイクルの精査を行った．表-1にシールド工事

の施工サイクルを示す． 

 

 

 

 

 

 

 

シールド工事の施工サイクルは，搬入，荷卸し，

運搬，1 次ホイストでの切羽への荷卸し，セグメン

ト組立であり，これを繰り返すことにより片班あた

りの施工量は 3Ring（6Ring／日）であった． 

シールド工事での 1 次ホイストの不稼働時間が約

25 分あり，この時間内でのプレキャストボックスの

据付けを行うことを検討した． 

 

 

 

 

 

 

 

(2)プレキャストボックス据付設備の検討 

当初設計のプレキャストボックスの部材長は，

1200mm であった．しかし，セグメントの部材長（セ

グメント幅）は 1800mm であり，シールド掘進の施

工サイクルと整合しなかった．シールド掘進の進捗

と整合させて効率よく避難通路の施工を行うため，

プレキャストボックスの部材長を 1800mmに変更す

ることにした． 

これにより，ボックスカルバートの重量が 6.5t／

基から約 10t／基に増加した．しかし，1 次ホイスト

は，セグメントの重量約 9t／ピースに対しての定格

荷重を設定していたため，プレキャストボックスを
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表-1 シールド掘進サイクルタイム 

図-2 シールドマシン断面図 
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吊り上げることができなかった． 

このため，プレキャストボックス約 10t／基に対

応する構造への改造を実施した． 

(3)坑内運搬方法 

バッテリー機関車の坑内運搬サイクルを確認する

と，常時セグメントの運搬を行うこととなり，既存

の設備能力ではプレキャストボックスを坑内運搬す

るための余力が無いと判断された． 

そのため，プレキャストボックス運搬専用のバッ

テリー機関車を一編成増設することとし，それにと

もない軌条を単線から複線に変更することとした．

複線化にともない，発進立坑部に固定式 X ポイント

を，切羽の後方に移動式 Y ポイントを設けた． 

図-3に坑内標準断面図を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)ストックヤードでの坑内への搬入設備の検討 

ストックヤードでの坑内へのセグメントの搬入は，

180tクローラークレーンにてセグメント搬入時の荷

卸しと横移動を行い，25t 門型クレーンで坑内へ吊

り下ろすように考えていた(図-4)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 避難通路工施工前計画図 

しかし，25t 門型クレーンでボックスカルバート

の荷卸し横移動は，その可動域から対応が不可能と

判断された． 

そのため，シールド工事用プラント設備の移設に

よってストックヤードを確保したうえで，可動域が

広範囲にわたる 80t クローラークレーンを追加配置

し，荷捌き能力を増強して同時施工に対応すること

とした(図-5)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 同時施工ヤード計画 

 

4.施工結果 

以上の対策により，施工サイクルや施工能力等の

すべての面において，シールド掘進と同時施工が可

能となった．実施工においては，ほぼ想定どおりの

サイクルタイムにてプレキャストボックス据付け作

業を進めることができ，シールド工事の進捗に支障

をきたすことなく施工を終えることができた． 

 

 

 

表-2 同時施工サイクルタイム 

■従来計画 

図-3 坑内標準断面図 

■変更計画 
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